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１．はじめに  
平成 21 年 3 月に策定された国土交通省 CALS/EC

アクションプログラム 2008 では、「目標－②発注者・

受注者間のコミュニケーションの円滑化」が挙げら

れており、情報共有システムの利活用により、発注

者・受注者間のコミュニケーションの円滑化を図る

ことを目標としている 1)。また、情報共有システム

の機能要件を整理した「工事施工中における受発注

者間の情報共有システム機能要件平成20 年12 月版

（Rev.2.0）」も策定されている 2)。 
このように、国土交通省では工事施工中の情報交

換・共有の効率化の実現のため、情報共有システム

を利用した情報交換・共有の実証実験や、情報共有

システムの普及に向けた取り組みが行われている。 

 本論文では、施工技術総合研究所が独自に開発し

た情報共有システムを静岡県発注のCM(Constructi
on Management)業務で試行的に運用し、CM 業務へ

の有効性と課題を整理するものである。 
２．CM業務の概要 
 本事業は、早期の供用開始を目指して 23 径間連続

の長大橋を含む東駿河湾環状道路工事と鉄道と交差

する跨線橋を含む周辺の道路改良工事を同時進行で

行うものである。人口集中地区内かつ軟弱地盤地域

に安全に、そして高品質な施工を実施するために

は、最新の知見を併せ持った高度な技術力が要求

されることから、発注者を支援することを主な目

的として工程管理及び施工者間の技術向上のた

めの総合的な監理を CM業務として取り組んでい

る。 
 本業務で CM業者に与えられた対応すべき点は

主に以下が挙げられる。 
・ 橋梁完成までの工期が短期間 
・ 工程調整が難しい（複数工事同時稼働） 
・ 高度な技術や知識、豊富な経験等が必要（新

技術への対応） 

３．CM支援情報共有システムの開発 
 システムの開発にあたっては、前述した事業の課

題を解決できるよう図－１のシステム要件を踏まえ

て開発を行った。 

 
図－２に本システムの機能と利用イメージを示す。 
本システムは、クライアントへのソフトウェアの

導入が不要なASP方式のWebアプリケーションであ

り、データベースサーバを通して各現場の情報を共

有することができる。主な機能としては、前述した

システム要件を満たすために設計図書や施工情報等

のファイルを共有できるファイル管理機能、工事写

真を共有できる写真管理機能、関係者間のスケジュ

ールを共有できるスケジュール管理機能、関係者間

に一斉連絡、工区毎の連絡ができる掲示板機能を実

装している。また、関係者毎に閲覧できる工事情報

を閲覧可／不可の設定できるようにアクセス権限を

管理する機能も有している。 

図－１ 情報共有システムのシステム要件 
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図－２ 情報共有システムの機能と利用イメージ 
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４．CM業務への導入 
４－１．利用状況と利用場面 
 本 CM 業務での情報共有システムの利用状況と利

用場面を表－１および表－２に示す。 
表－１ 利用者の状況 

利用者分類 利用人数 

監督職員 ４名 

函南高架橋施工業者 

道路改良工事施工者 
２５工区２８名 

CM 業務 １３名 

総計 ４５名 

表－２ 利用場面 
利用分類 利用場面 

監督職員 一斉連絡、工区毎への連絡（台風対策の指示

等の各種連絡） 

施工業者 インターネットによる書類提出・処理（一部）

大容量の電子データ送信 

工事情報の登録、閲覧 

CM 業者 各工区の現場情報の把握 

 
４－２．CM 業務への導入成果と考察 
 CM 業務へ情報共有システムを導入した成果とし

て主なものを以下に示す。図－３は業務で使用した

システム画面を示す。 
①連絡調整会議での利用 
 本事業では、複数の工区に分かれているため、隣

接工区との工程調整や事業関係者間との合意形成を

図る場として毎週連絡調整会議が行われている。本

システムでは、連絡調整会議の開催連絡や使用した

工程表や各現場の課題や問題点等の配布資料を情報

共有することで、施工業者の増加する中で組織運営

を円滑に行うことが可能となった。 
②休日作業届の電子決裁 
 本事業の施工業者は、隣接工区との工程の調整や

工期が短期間であるということから休日に作業する

ことがあり、施工業者は事前に休日作業届けを監督

職員に提出する必要がある。本システムでは、施工

業者の書類提出から監督職員の書類受理の手続きを

決裁機能を用いて行うことで、施工業者の移動の時

間を省略でき作業の省力化を実現することができた。 
 一方で、システムの利用頻度の問題や登録する電

子データの容量制限やシステムの操作方法等、施工

業者からの改善要望も挙がっている。 

 

 

図－３ ＣＭ業務での利用結果 
５．今後の展望 
 本 CM 業務はまだ途中段階であり、情報共有シス

テムの効果については十分検証できていない状況で

あるため、今後、事業関係者からシステムに対する

意見や要望を調査し、CM 業務において有効な情報

共有システムの構築を続けていきたい。 
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